
令和６年度事務事業評価（令和５年度事後評価） 環境部

所属名 事務事業名 ページ番号

環境保全課 ボランティア清掃活動事業 2

環境保全課 公害防止対策事業 3

環境保全課 可燃ごみ等収集運搬事業 4

環境保全課 施設等改修事業 5

環境保全課 ごみステーションの適正管理事業 6

環境保全課 不法投棄防止対策事業 7
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事務事業進捗報告シート

3 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している 今後も清掃活動へ多くの方や団体等からの参加が得られるよう努めていく。

成果目標達成に向けた対応策等

・ボランティア清掃活動への支援を継続して実施する。（ボランティア袋の配布、清掃用具の貸与、ごみの回収等）

96,030 93,259 100,462

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

清掃活動参加者 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

70,207
110,000 110,000 110,000 110,000

うち佐賀市の
負担額

０ ０ ０ ０

　　事業総額 1,368 754 903 3,486

・県内一斉ふるさと美化活動（６月）・市民一斉清掃月間（１０月）
・バルーン大会ボランティア清掃（１１月）・桜マラソン前清掃（中止）・スポごみ大会（３月）
・アダプトプログラム（さわやかマイタウンSAGA）の実施（登録団体数　１３９）
・バイオプラスチックを使用したボランティア袋の作製　(大）93,000枚、(小）30,000枚
・ロゴマーク作成　ビブス、名入り軍手等の作製

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 ボランティア清掃を行う市民、自治会、事業所、各種団体等

年度

担当部署・係名 環境保全課　環境パトロール係 担当課⾧名 大家　和彦

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた自然と共生し、人と地球にやさしいまち        

施策 20持続可能な循環型社会の構築

令和6年度

事務事業名 ボランティア清掃活動事業 事業期間 平成

基本事業 ごみの適正処理

事業概要・目的
ボランティア清掃活動への取り組みを通じて、清潔で美しい生活環境の確保と、環境美化に対する意識の向上を
図る。
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 公害防止対策事業 事業期間 昭和

基本事業 公害（騒音・振動・悪臭等）の防止

事業概要・目的
各種環境調査や事業場等への立入検査・指導等を実施することにより公害発生を未然に防止し、市民の健康維
持並びに快適な生活環境及び自然環境の向上を図る。

事業の対象者 市内の自然環境、関係事業場等

年度

担当部署・係名 環境保全課　環境保全係 担当課⾧名 大家　和彦

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた自然と共生し、人と地球にやさしいまち        

施策 21暮らしに身近な生活環境の向上

・環境調査（常時監視）　１４９地点
・立入検査（事業所等）　　５２箇所
・環境保全に関する広報活動等

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

7,415 14,245 18,283 18,089

　　事業総額 22,587 23,071 24,185 25,359

成果指標① 単位

環境基準達成率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

88.9
95.0 95.0 95.0 95.0

88.5 82.7 94.2

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
環境基準の達成率は、前年度と比べ上昇しているが、目標には0.8ポイント届かなかった。今後
も環境基準達成地点を増加させていく必要がある。

成果目標達成に向けた対応策等

大気汚染や水質汚濁等、各種環境への影響がないかを常時監視するため、定期的に環境調査を実施する。
また、事業場等で環境に配慮した運営がなされているかを監視、指導するため、立入検査を実施する。
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 可燃ごみ等収集運搬事業 事業期間 昭和

基本事業 ごみの適正処理

事業概要・目的
佐賀市直営収集区域内のごみステーションに排出される可燃ごみ、資源物（ペットボトル、紙・布類）を適正に収
集運搬することにより、生活環境の確保を図る。

事業の対象者 佐賀市直営収集区域内のごみステーションに排出する居住者

年度

担当部署・係名 環境保全課　クリーン業務係 担当課⾧名 大家　和彦

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた自然と共生し、人と地球にやさしいまち        

施策 20持続可能な循環型社会の構築

【可燃ごみ】
  収集頻度:週２回　　　　収集方式:ステーション方式
【資源物】
  収集頻度:月２回　　　　収集方式:ステーション方式

令和5年度
主な活動実績

 
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

11,001 11,957 12,289 13,849

　　事業総額 16,406 17,617 18,434 19,509

成果指標① 単位

適正収集率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

100
100 100 100 100

100 100 100

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している 適切な事務執行により成果目標を達成できた。

成果目標達成に向けた対応策等

・収集日程を遵守して、適正な収集運搬を実施する。
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 施設等改修事業 事業期間 令和

基本事業 公有財産の適切な取得・管理

事業概要・目的 　環境保全課庁舎の耐震診断及び補修工事

事業の対象者 　環境保全課庁舎

年度

担当部署・係名 環境保全課 担当課⾧名 大家　和彦

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される行政経営が行われているまち    

施策 33効果的・効率的な行政経営の推進

　庁舎の耐震診断及び屋上の補修工事令和5年度
主な活動実績

 
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

3,293

　　事業総額 4,290

成果指標① 単位

耐震診断及び補修工事の実施 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1

1

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和5年度は基準値となるため、令和6年度の実績結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

コンサルタント業者と連携した施設整備方針の決定
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 ごみステーションの適正管理事業 事業期間 昭和

基本事業 ごみの適正処理

事業概要・目的
ごみステーションの適正な維持管理活動や、鳥獣によるごみ散乱防止対策を実施する自治会等に対し補助金を
交付し、ごみステーションを清潔で適正な状態に保ち生活環境の向上を図る。

事業の対象者 ごみステーションの管理を行う自治会等

年度

担当部署・係名 環境保全課　環境パトロール係 担当課⾧名 大家　和彦

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた自然と共生し、人と地球にやさしいまち        

施策 20持続可能な循環型社会の構築

【ごみステーション維持管理活動補助】
　単位自治会:６６３団体（班含む）　自治会協議会
【カラスネット購入費等補助】
　補助件数:カラスネット２０枚、　BOX型３４箇所、　ネットBOX型４３箇所

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

0 0 0 0

　　事業総額 41,566 43,113 43,795 44,657

成果指標① 単位

違反ごみ指導件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

56
53 50 47 44

164 114 35

成果指標② 単位

カラス被害件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している
違反ごみについては、減少傾向にあり、今後も積極的な指導を継続していく。
カラス被害についても、今後も対策を継続していく。

成果目標達成に向けた対応策等

・ごみステーションの巡回パトロール活動及びごみ出しルールの順守を促す活動を実施する。
・ごみステーションに排出された違反ごみの調査及び排出者への指導を実施する。
・ごみステーションに関する相談に対応する。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 不法投棄防止対策事業 事業期間 平成

基本事業 ごみの適正処理

事業概要・目的
ごみの不法投棄に対し、職員によるパトロール活動や監視カメラ、警告看板の設置を行い、不法投棄を未然に防
止する。また、早期発見、早期対応に努め、快適な生活環境及び自然環境の維持を図る。

事業の対象者 ごみを不法に投棄する者

年度

担当部署・係名 環境保全課　環境パトロール係 担当課⾧名 大家　和彦

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた自然と共生し、人と地球にやさしいまち        

施策 20持続可能な循環型社会の構築

・パトロールによる巡視　　　　　２，０７１箇所
・監視カメラ（ダミー）の設置状況　　  １８箇所
・警告看板の設置状況　　　　　　　　３４１箇所

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

０ ０ ０ ０

　　事業総額 7,109 6,673 7,050 8,342

成果指標① 単位

不法投棄件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

96
91 86 81 76

57 81 110

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない 不法投棄件数については、増加傾向にある。

成果目標達成に向けた対応策等
・佐賀市不法投棄防止対策協議会を開催し、関係機関（自治会、警察署、土木事務所等）との情報共有、意見交換を実施す
る。
・不法投棄を未然に防止するための活動を実施する。（パトロール、監視カメラ、警告看板等）
・不法投棄者の調査、指導を実施する。
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